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三
〇
代
の
貧
困

　
正
社
員
の
仕
事
が
な
い
！
│
│
生
活
保
護
を
受
給
し
な
が
ら
の
求
職
活
動

　
安
上
が
り
の
教
育
現
場
を
支
え
る
臨
時
教
員
の
悲
鳴

　
親
も
一
緒
に
取
り
組
む
学
童
保
育
指
導
員
の
生
活
保
障
問
題

　
出
産
、
子
育
て
に
向
き
合
い
寄
り
添
う
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

ト
ピ
ッ
ク
ス
　
就
職
難
に
所
得
格
差
│
│
い
ま
ど
き
の
弁
護
士
事
情

グ
ラ
ビ
ア
　
第
25
回
日
本
高
齢
者
大
会
（
青
森
）
〝
今
風
〞
井
戸
端
会
議
か
ら

みむら まさひろ

広島・原爆被害者相談員の会代表　三村 正弘さん
原爆被害者相談員の会　30年の歩みと現在取り組んでいる課題

ひろばトーク



　
　
　

　

青
森
に
は
、
現
代
社
会
へ
の
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
す
三さ
ん
な
い内

丸ま
る
や
ま山

遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
の
前
期
中
葉
（
約
五
五
〇
〇
年
前
）

か
ら
中
期
後
半
（
約
四
〇
〇
〇
年
前
）
の
一
五
〇
〇
年
の
間
、
発
達
し
た
社
会
構
成
と
組
織
を
も
っ
た
文
化
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
の
生
活
や
考
え
方
ま
で
遺
跡
は
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
す
。

第
二
五
回
日
本
高
齢
者
大
会
（
青
森
）

地
震
・
津
波
災
害
へ
の
救
援
・
復
興
急
ぎ
、原
発
被
害
防
げ

─
─
ま
ち
か
ら
村
か
ら
の
連
帯
で
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
そ
う



　この竪穴式住居は、長さ32m、幅9.8m、床面積252.4㎡。竪穴式住居としては日本最大です。
19本の太い柱で支えられ、柱の間隔は70cmの倍数になっていて、この長さが基準だったよう
です。最近、遺跡から出土した栗のＤＮＡ検査が行われ、栽培されていたものであることが判
明しました。ムラの誕生から発展、そして消滅の1500年。この竪穴式住居は共同作業所か集
会所として使用されたと考えられています。� （参考　三内丸山遺跡の縄文時

じゆうかん

遊館の解説）



　第25回日本高齢者大会1日目の第10分科会「今風 井戸端会議」をのぞいてみました。
　名古屋から参加された梶田吾郎さんは、この日が93歳の誕生日。この会議の中で最高齢で
す。昨年の茨城大会は病気で参加できませんでしたが、高齢者大会の井戸端会議には今回で
13回目の参加です。９条のペンダントを付けてデイサービスに行き、若い人たちに、どうし
て選挙に行かないのか、生活を変えるためにも選挙に行って政治を変えなければ、と熱く語り
ます。みんなでハッピー・バースデーを歌ってお祝いしました。



　
井
戸
端
会
議
の
最
初
に
、
進
行
役
の
福
井
典
子
さ
ん
（
本
誌
編
集
委
員
）
が
呼
び
か
け
、「
ふ
る
さ
と
」
や
「
赤
と
ん
ぼ
」、
そ
し
て
上か
み
つ
ぼ
ひ
か
り

坪
陽
さ
ん
（
本
誌
編
集
委
員
）
創
作
の

「
老
い
も
若
き
も
」
を
歌
い
あ
い
ま
し
た
。
井
戸
端
会
議
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
奮
闘
ぶ
り
を
交
流
し
、
学
び
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
定
年
退
職
後
、
地
域
に
戻
っ
て
も

し
ば
ら
く
は
居
場
所
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
中
か
ら
お
茶
会
が
、
し
ゃ
べ
り
場
が
広
が
っ
た
こ
と
。
医
療
福
祉
生
協
や
民
医
連
の
友
の
会
活
動

な
ど
で
の
地
域
実
践
や
居
場
所
づ
く
り
。
被
災
し
た
自
閉
症
の
方
を
2か
月
半
自
宅
に
迎
え
、
地
域
住
民
の
関
心
と
優
し
い
受
け
入
れ
の
力
を
実
感
し
、
被
災
地
に
会
い
に
行

こ
う
と
い
う
ツ
ア
ー
に
ま
で
広
が
っ
た
事
例
。「
折
角
だ
か
ら
井
戸
端
会
議
を
楽
し
く
し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
主
人
公
に
な
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

発
見
で
き
る
よ
う
に
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。「
次
回
は
実
践
の
成
果
を
持
っ
て
参
加
し
た
い
」
と
言
う
長
野
か
ら
の
参
加
者
。
最
後
に
み
ん
な
で
記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。
�

（
写
真
・
文
　
下
野
祇
園
／
本
誌
32
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
）
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原爆被害者相談員の会
30年の歩みと
現在取り組んでいる課題

広島・原爆被害者相談員の会代表　三
みむら

村　正
まさひろ

弘さん

原
爆
被
害
者
相
談
員
の
会
（
以
下
、
相
談
員
の
会
）
は
、
今
年
で
三
〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

設
立
半
年
前
の
一
九
八
〇
年
一
二
月
一
一
日
に
、
厚
生
大
臣
の
私
的
諮
問
機
関
の
原
爆
被
爆
者
対
策
基

本
問
題
懇
談
会
（
以
下
、
基
本
懇
）
は
、「
戦
争
の
犠
牲
は
等
し
く
受じ

ゅ
に
ん忍
す
べ
き
」
と
い
う
、
国
家
補
償
と

し
て
の
被
爆
者
援
護
法
を
否
定
し
た
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
広
島
の
被
爆
者
医
療
福
祉
相
談
に
か
か

わ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
た
ち
は
こ
の
意
見
書
に
抗
議
し
て
、
被
爆
者
二
〇
人
の
手
記
を
添
付
し
て
直

訴
状
を
厚
生
大
臣
に
送
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
翌
年
六
月
一
三
日
に
は
、
こ
の
不
当
な
基
本
懇
意
見
書
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
、
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
被
爆
者
相
談
の
実
施
と
被
爆
者
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
に
「
相
談
員
の
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

以
来
、
今
日
ま
で
、
被
爆
者
相
談
会
の
実
施
、
毎
年
八
月
六
日
に
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
被
爆
者
か

ら
証
言
を
聞
く
「
被
爆
者
証
言
の
つ
ど
い
」（
今
年
の
参
加
者
は
二
七
〇
人
）
や
、
基
本
懇
意
見
書
を
忘
れ

な
い
た
め
、
一
二
月
一
一
日
前
後
に
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

時
々
の
課
題
、
た
と
え
ば
日
本
被
団
協
（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）
の
原
爆
被
害
者
調
査
、
平
和

的
生
存
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
被
爆
者
の
た
め
の
介
護
と
福
祉
講
座
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

被
災
者
と
の
交
流
や
実
態
調
査
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
全
国
的
に
取
り
組
ま
れ
た
原
爆
症
集
団
訴
訟
に
、
二
つ
の
広
島
県
被
団

協
と
と
も
に
「
相
談
員
の
会
」
は
中
心
的
役
割
を
担
い
、
口
頭
弁
論
や
集
会
へ
の
参
加
は
無
論
の
こ
と
、

広
島
の
原
告
六
四
人
の
陳
述
書
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
四
二
人
の
原
告
陳
述
書
を
三
〇
人
の
相
談
員
の
会
の

会
員
が
担
当
し
、
勝
訴
判
決
に
貢
献
し
ま
し
た
。
ま
た
、
被
爆
後
一
三
日
目
（
八
月
一
九
日
）
の
広
島
市
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みむら　まさひろ
長年、病院の医療ソーシャルワーカーとして相談援助活動に従
事する。現在、原爆被害者相談員の会代表、社会資源研究会代
表、２か所の社会福祉法人理事、反貧困ネットワーク広島、生
活と健康を守る会などにたずさわっている。また、被爆者問題
をライフワークとして、原爆症認定や在外被爆者の裁判支援、
被爆者の相談援助活動、被爆者自分史づくりのサポートなどに
取り組んでいる。

入
市
で
原
爆
症
認
定
と
い
う
画
期
的
な
勝
訴
判
決
と
な
っ
た
「
三み

よ
し次
高
等
女
学
校
」
の
二
三
人
の
実
態
調

査
も
担
当
し
、
死
没
者
（
一
三
人
）
の
多
く
が
肝
が
ん
や
白
血
病
な
ど
の
悪
性
新
生
物
で
死
亡
し
、
生
存

者
（
一
〇
人
）
も
直
腸
が
ん
や
肝
機
能
障
害
、
甲
状
腺
腫
瘍
な
ど
の
何
ら
か
の
病
気
を
か
か
え
て
い
る
と

の
調
査
報
告
を
ま
と
め
、
判
決
文
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
多
く
は
勤
務

後
や
休
日
あ
る
い
は
有
給
休
暇
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
被
爆
者
に
関
係
す
る
団
体
は
高
齢
化
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、「
相
談
員
の
会
」
は
二
〇
代
か

ら
三
〇
代
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
た
ち
が
中
心
メ
ン
バ
ー
で
、
会
員
は
約
一
〇
〇
人
で
す
。

現
在
の
活
動
と
し
て
は
、
①
被
爆
者
の
自
分
史
『
生
き
る
』
第
四
集
の
発
刊
に
む
け
て
、
一
一
人
の
被

爆
者
の
自
分
史
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
や
編
集
の
手
伝
い
、
②
被
爆
者
が
高
齢
化
し
て
い
る
な
か
で
、
誰
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
専
門
家
に
よ
る
常
設
の
被
爆
者
総
合
相
談
所
の
設
立
準
備
、
③
「
原
爆
症
認
定
基
準

及
び
認
定
申
請
の
改
善
を
め
ざ
す
提
案
」（
二
〇
一
〇
年
七
月
）
を
厚
生
労
働
省
に
提
出
し
た
よ
う
に
、
現

行
被
爆
者
援
護
法
の
矛
盾
点
、
問
題
点
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
提
言
す
る
活
動
、
④
そ
の

他
、
新
た
な
原
爆
症
認
定
訴
訟
や
在
外
被
爆
者
裁
判
の
支
援
活
動
、
原
爆
被
爆
の
実
相
継
承
な
ど
を
、「
被

爆
者
と
と
も
に
」
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
広
島
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
は
、
三
月
一
一
日
の
人
災
に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
の
放
射
能
被
害
者
と
そ
の
相
談
援
助
を
し
て
い
る
福
島
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
し
、
長
年
広

島
の
被
爆
者
の
医
療
福
祉
相
談
の
な
か
か
ら
学
ん
で
き
た
こ
と
を
伝
達
し
て
い
く
任
務
が
あ
る
と
思
い
、

検
討
し
て
い
ま
す
。



厚
労
省
は
七
月
初
旬
、「
二
〇
一
一
年
度
版
労
働
経
済
白
書
（
労
働
経
済
の
分
析
）」
を
公
表
し
ま

し
た
。
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
世
代
ご
と
に
み
た
働
き
方
と
雇
用
管
理
の
動
向
」
で
す
。

白
書
で
は
、「
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
も
と
で
、
企
業
で
は
正
規
雇
用
の
絞
り

込
み
が
行
わ
れ
、
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
の
半
ば
に
か
け
、
特
に
若
年
層
の
雇
用
情
勢

は
悪
化
し
、
非
正
規
雇
用
比
率
は
大
き
く
上
昇
し
た
。
そ
の
後
も
若
年
層
の
就
職
環
境
の
厳
し
さ
は

続
い
て
お
り
…
…
不
本
意
に
非
正
規
で
働
く
若
者
の
年
長
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
正
規
雇
用
化
の
取
り

組
み
が
引
き
続
き
重
要
で
あ
り
…
…
諸
問
題
は
長
い
間
の
中
で
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
世
代
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
状
況
を
背
負
っ
て
お
り
、
そ
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
は
長
い
年
月

と
根
気
強
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
も
、
解
決
方
向
は
提
示
せ
ず
、
現
実
に
は
多

く
の
若
者
た
ち
に
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
や
ホ
ー
ム
レ
ス
化
と
い
う
憲
法
二
五
条
か
ら
排
除
さ
れ
た
生
活

の
延
命
と
拡
大
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
通
し
、
三
〇
代
前
後
の
若
者
た
ち
の
仕
事
と
生
活
、
そ
の
苦
悩

と
福
祉
実
践
の
一
断
面
を
追
い
か
け
て
み
ま
し
た
。	

（
編
集
主
幹
）

三
〇
代
の
貧
困
　

特集
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自
営
業
、
派
遣
、
そ
し
て
生
保
へ

石
井
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
一
〇
年

ほ
ど
実
家
の
寿
司
屋
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
回
転
寿
司
店
の
進
出

や
不
景
気
で
客
が
減
り
、
さ
ら
に
父
親

の
病
気
で
店
は
廃
業
し
ま
し
た
。

実
家
を
出
た
石
井
さ
ん
は
、
愛
知
の

自
動
車
工
場
で
期
間
従
業
員
と
し
て
六

年
ほ
ど
働
き
、
ま
た
大
阪
へ
戻
っ
て
、

一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
ア
ル
バ
イ
ト

で
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

派
遣
で
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー

の
倉
庫
で
商
品
の
入
出
荷
作
業
を
し
て

い
た
ん
で
す
。
親
会
社
の
下
に
元
請
け

会
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
に
派
遣
会
社

が
何
社
も
入
っ
て
た
ん
で
す
が
、
段
々

と
上
か
ら
コ
ス
ト
が
絞
ら
れ
て
き
て
、

と
う
と
う
僕
が
い
た
と
こ
ろ
も
含
め
て

す
べ
て
の
派
遣
会
社
が
切
ら
れ
た
ん
で

す
。
二
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
郵
便
局
で
仕
分
け
の
仕
事

に
就
い
た
け
ど
、
時
給
が
安
い
上
に
一

日
四
時
間
。
郵
便
局
は
フ
ル
タ
イ
ム
で

は
雇
わ
な
い
ん
で
す
。
生
活
で
き
ず
、

仕
事
を
二
つ
三
つ
か
け
も
ち
し
て
い
た

人
も
い
ま
し
た
。
僕
も
た
ま
た
ま
手
に

し
た
「
生
活
と
健
康
を
守
る
会
」
の
チ

ラ
シ
を
見
て
相
談
し
、
生
活
費
の
足
り

な
い
分
は
生
活
保
護
を
受
け
て
、
郵
便

局
で
働
き
な
が
ら
他
の
仕
事
を
探
し
ま

し
た
。

ス
ー
パ
ー
で
採
用
さ
れ
て

仕
事
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
よ
り
求
人

情
報
誌
や
携
帯
サ
イ
ト
で
探
す
こ
と
の

正
社
員
の
仕
事
が
な
い
！

─
─
生
活
保
護
を
受
給
し
な
が
ら
の
求
職
活
動


